
覗
野
圃
響
・
過
程
の
一
般
的
性
質

黒
　
田
　
源
　
次
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藤
野
闘
璽
の
時
問
的
愛
化
を
考
ふ
る
に
繍
輪
廓
線
刺
戟
の
栂
野
螺
箏
と
、
に
輪
廓
線
を
含
ま
ざ

る
色
彩
又
幡
無
色
刺
戟
の
腰
瓦
剛
璽
と
を
匠
慶
し
て
論
究
す
る
を
可
と
す
。

　
↓
輪
廓
線
刺
戟
の
観
警
醐
箏
は
一
般
に
勢
嵌
細
工
的
に
し
て
、
爾
眼
視
野
の
全
部
が
同
時
に
鍵

化
す
る
乙
と
は
刺
戟
の
大
さ
が
極
め
添
小
な
ら
ざ
る
限
り
希
有
な
ウ
と
す
。
鳴
動
親
野
翻
孚
は

殆
ん
ど
恒
久
的
に
し
て
、
視
野
優
越
叉
は
覗
野
融
合
に
終
る
こ
と
甚
稀
な
ウ
。

　
但
、
視
野
闘
箏
の
遽
度
は
長
時
間
の
観
察
を
持
議
し
だ
る
後
に
於
て
は
幾
分
弛
緩
す
る
傾
向
あ

る
が
如
し
。

　
視
野
憂
慮
の
痴
態
は
一
方
の
印
象
が
忽
然
他
の
印
象
と
交
替
し
、
交
替
の
前
途
に
て
は
何
等
観

野
の
局
部
的
南
扇
を
注
意
し
能
は
ざ
る
重
合
（
帥
ち
簡
軍
覗
野
闘
箏
）
と
、
一
方
の
印
象
の
出
現
が
漸

進
的
に
し
て
、
他
方
の
印
象
と
の
交
替
鍵
化
が
硯
野
の
一
部
分
に
沿
ひ
て
動
面
す
る
揚
合
（
即
ち
勢

嵌
細
工
継
親
野
岡
璽
と
あ
る
を
認
む
。
　
猶
騨
争
転
化
の
途
申
に
於
て
は
面
罵
の
輪
廓
印
象
が
勢

　
　
　
　
親
聾
闘
蛾
…
慰
稚
の
酬
齪
的
性
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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＼

　
　
　
　
哲
　
　
隙
Ψ
　
研
　
　
究
　
　
　
嬢
謝
　
五
　
十
・
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
m
血
山
ハ

嵌
細
工
的
に
結
合
せ
ら
れ
合
成
的
印
象
を
形
成
す
る
こ
と
竜
屡
見
る
と
こ
ろ
な
う
と
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
二
輪
廓
線
を
含
ま
ざ
る
色
彩
叉
は
無
色
刺
戟
の
栂
野
闘
箏
は
輪
廓
線
刺
戟
ほ
ど
著
明
に
非
れ

ど
も
、
一
般
に
勢
嵌
細
工
繭
紬
ウ
。
而
し
て
此
上
孚
は
輪
廓
線
刺
戟
の
揚
合
と
異
な
ウ
、
比
較
的
容

易
に
親
野
融
合
に
推
移
す
る
竜
の
に
し
て
、
性
質
を
異
に
す
る
印
象
は
始
め
は
極
め
て
活
濃
な
る

親
野
島
璽
を
呈
す
る
込
の
な
れ
ど
込
、
観
察
の
進
行
と
＼
竜
に
次
第
に
爾
印
象
間
の
差
異
減
小
し
、

翻
争
の
速
度
適
多
↑
は
逞
緩
と
な
る
。
趣
に
は
観
野
闘
争
止
み
て
親
藩
融
合
を
生
ず
る
至
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

此
面
野
晒
争
が
融
・
合
に
絡
る
時
は
爾
眼
刺
戟
の
強
度
的
性
質
的
薦
性
に
由
∵
9
て
剃
約
せ
ら
れ
、
叉

圃
争
の
進
行
申
に
於
て
認
め
ら
る
嵐
黒
眼
印
象
の
示
す
性
質
並
び
に
強
度
的
霊
化
は
．
雨
眼
的
色

彩
混
合
若
く
は
網
膜
の
鹿
島
等
の
生
理
學
的
心
理
學
法
長
係
に
支
配
せ
ら
る
㌧
竜
の
と
す
。

　
輪
廓
線
を
含
ま
ざ
る
雨
眼
刺
戟
の
二
野
翻
箏
の
二
面
は
必
ず
次
の
二
形
式
に
從
ふ
。
　
一
は
一

方
の
印
象
が
他
方
の
印
象
と
交
替
す
る
に
要
す
る
時
間
極
め
て
迅
速
に
し
で
、
そ
の
交
替
の
途
中

に
爾
印
象
の
混
色
を
認
知
す
る
黒
地
な
き
も
の
（
即
ち
簡
軍
親
野
闘
争
）
。
二
は
雨
印
象
の
交
替
す

る
順
序
が
、
ま
つ
一
方
の
印
象
に
他
方
の
印
象
が
混
入
し
．
次
第
に
他
方
の
印
象
の
要
素
が
著
し
く

な
う
ゆ
く
竜
の
（
即
ち
勢
嵌
細
工
無
二
野
闘
争
）
。
右
二
種
の
礎
化
の
内
、
第
一
の
形
式
は
観
察
の
初

期
叉
は
牲
質
強
度
の
差
異
大
な
る
二
二
印
象
問
k
於
て
普
蓮
行
は
る
、
竜
の
な
れ
ど
竜
、
網
野
闘
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箏
の
末
期
に
於
て
竜
全
く
存
在
せ
ざ
る
に
非
ず
。
且
此
種
の
獲
化
は
瞬
目
蓬
動
と
能
く
同
俘
す

る
こ
と
を
認
む
。
第
二
の
形
式
は
近
似
せ
る
雨
眼
印
象
聞
叉
は
覗
野
略
画
の
絡
末
期
に
は
必
ず

存
在
し
、
且
観
野
の
一
局
部
に
於
て
認
め
ら
る
＼
に
止
綾
ら
ず
、
全
部
に
亘
る
こ
と
あ
う
。
然
し
な

が
ら
、
若
し
此
形
式
に
則
す
る
礎
化
が
除
う
近
似
せ
ぎ
る
爾
眼
刺
戟
の
覗
野
闘
争
の
初
期
に
現
は

る
㌦
揚
合
に
は
．
視
野
の
亡
き
範
園
に
亘
ム
て
同
時
的
に
行
は
る
㌧
こ
と
な
く
、
普
通
動
揺
す
る
一

局
部
に
止
ま
る
。

　
親
里
醐
孚
の
規
整
融
合
に
推
移
す
る
過
程
は
雨
眼
印
象
が
始
あ
は
其
半
眼
刺
戟
の
性
質
及
び

強
度
に
よ
套
て
鮮
明
な
る
豊
明
を
有
す
れ
ど
志
、
次
第
に
柄
眼
混
色
を
呈
し
、
生
野
翻
箏
は
其
爾
混
鴨

色
問
に
行
は
る
、
に
至
ウ
て
爾
印
象
の
匝
五
竜
．
亦
從
て
留
男
す
。
　
雨
混
色
問
の
視
野
闘
璽
は
覗

野
融
合
の
法
学
た
る
「
相
類
す
る
之
と
大
な
る
刺
戟
は
融
合
し
や
す
き
」
理
に
酬
う
て
、
愈
よ
安
全
な

る
親
里
融
合
に
接
近
し
ゆ
く
も
の
な
う
。
但
し
右
の
揚
合
に
雨
眼
印
象
が
各
々
混
色
を
呈
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

に
至
る
蓮
さ
は
必
ず
し
竜
同
時
的
に
非
ず
。

　
猶
、
重
要
な
る
事
實
は
、
堆
黒
闘
争
の
後
に
生
じ
π
る
観
野
融
合
は
如
何
に
長
時
聞
之
を
観
察
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

る
も
再
び
聖
断
翻
争
を
生
起
せ
ざ
る
こ
と
乙
れ
な
う
。
勿
論
豊
野
翻
争
の
途
中
に
於
て
禺
現
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

だ
る
観
野
融
合
は
此
限
ゐ
ノ
に
非
ず
。

　
　
　
　
溺
脚
野
闘
醗
7
禍
雑
猛
の
一
般
的
盤
厨
訓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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哲
學
醗
雛
　
嬉
五
十
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
八

　
以
上
見
察
れ
る
諸
事
實
を
総
合
す
れ
ば

　
一
輪
罫
線
刺
戟
な
る
と
無
輪
廓
線
刺
戟
ぼ
．
る
と
を
問
は
ず
、
観
野
闘
箏
に
於
け
る
観
野
鍵
化
の

様
式
は
雨
眼
印
象
が
比
較
的
純
輝
な
る
自
性
を
保
ち
つ
＼
率
急
に
行
は
る
、
附
合
と
、
雨
降
印
象

の
混
成
的
印
象
を
生
じ
て
徐
々
に
一
方
の
印
象
よ
ウ
他
方
の
印
象
に
推
移
す
る
揚
合
と
の
二
種

あ
う
。
但
一
般
に
後
者
．
即
ち
勢
嵌
細
工
・
的
な
る
揚
合
多
し
。

　
⇒
輪
廓
線
視
野
闘
争
は
殆
ん
ど
恒
久
的
な
れ
ど
も
、
無
輪
廓
野
臥
野
翻
孚
は
鵜
野
融
合
に
絡
る
。

唯
稀
に
親
野
卓
越
に
絡
る
こ
と
あ
り
。

　
吉
事
野
圖
孚
の
覗
野
融
合
に
推
移
す
る
過
程
に
於
て
ば
、
爾
眼
印
象
が
各
々
混
色
を
呈
し
て
、
し

か
も
覗
野
駆
争
を
生
ず
る
を
認
む
。
且
雨
期
印
象
が
混
色
を
呈
す
る
速
度
は
爾
刺
戟
必
ず
し
竜

　
　
　
　
⑨

一
様
に
非
ず
。

　
四
競
野
醐
箏
の
親
野
融
合
は
推
移
す
る
に
弧
度
は
愛
眼
刺
戟
の
性
質
及
び
強
度
に
よ
つ
て
規

定
ぜ
ら
る
。

　
器
質
眼
的
混
色
の
性
質
及
び
強
度
に
必
ず
し
も
爾
眼
刺
戟
の
李
等
な
る
合
感
果
に
非
ず
。
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

眼
印
象
の
混
色
に
封
ず
る
配
管
は
刺
戟
の
性
質
及
び
強
度
に
由
ウ
て
決
定
せ
ら
る
、
を
見
る
。

　
六
親
野
翻
璽
止
み
て
生
じ
た
る
親
野
融
合
（
極
め
て
稀
に
観
野
優
越
）
は
再
び
覗
野
圖
璽
を
生
起

　
（
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⑥

す
る
ζ
と
な
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
附
言
。
残
豫
の
麗
野
闘
争
に
つ
き
て
は
別
に
論
述
す
る
所
あ
る
べ
し
。
其
實
二
等
研
究
に
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
コ
）

　
　
　
　
て
は
『
色
彩
親
野
工
業
の
時
問
的
研
究
』
第
二
章
第
二
節
第
三
款
『
残
像
の
岡
璽
』
墾
照

　
d
り
黒
田
楠
腺
次
　

．
二
二
二
野
の
優
越
、
闘
乱
及
び
融
合
現
象
を
規
定
す
る
外
部
條
件
に
就
て
。
　
日
本
心
理
難

　
　
誌
第
一
巷
第
一
號
四
八
一
五
二
頁
滲
照
。

　
働
国
㊤
冒
α
q
も
此
部
門
を
注
意
し
た
り
。
　
Q
旨
摩
露
注
σ
q
①
自
⑦
目
冒
O
ぼ
Φ
4
0
属
目
甘
匿
導
。
冒
目
’
H
h
ピ
冨
富
峯
”
σ
q
（
H
O
旨
）
。
。
．
b
っ
誤
・
晒
．
團
げ

　
　
σ
⇒
m
白
国
孚
d
o
α
ω
o
匡
富
。
。
。
2
毘
。
げ
Φ
の
切
霞
o
H
芽
①
8
”
自
身
。
貯
Φ
冨
＃
ロ
8
a
鴛
Φ
β
周
諺
げ
。
塗
ム
簿
p
宮
P
超
⑦
ロ
昌
臼
㊦
畷
⑦
一
山
窪
駄
。
財
げ
詮
訂
託
昌
①
ぎ
。
。
跨
倉

　
　
恥
O
O
げ
昌
凶
O
げ
ψ
馨
夢
雰
膠
じ

　
働
黒
田
源
笑
　
同
上
四
八
頁
以
下
参
照
。

　
紛
同
　

人
　
　

色
彩
”
覗
野
㎜
闘
璽
の
時
間
的
研
究
。
　
京
都
照
照
難
誌
第
十
二
巻
六
四
六
頁
夢
照
。

　
㈲
口
乱
臣
σ
p
は
目
蓋
融
合
を
一
時
的
現
象
と
見
、
覗
野
岡
躰
を
を
以
て
恒
久
的
な
る
も
の
と
見
た
り
。
　
日
く
、

　
　
白
紙
爾
小
†
の
陽
慶
差
異
が
減
罪
す
．
る
と
紮
も
に
｛
覗
田
干
四
十
の
彊
さ
田
口
①
胃
σ
q
冨
は
漸
減
し
、
外
「
獅
…
上
…
逐
に
観

　
　
野
闘
撃
止
む
る
に
至
る
も
、
親
野
翻
畢
が
如
實
に
停
止
す
る
と
考
ふ
る
は
正
号
．
に
非
ざ
る
が
如
し
と
。

　
　
　
　
屯
け
馨
犀
。
口
己
。
。
9
男
爵
砿
高
目
毒
①
簿
。
。
¢
①
坤
蜘
霞
男
Φ
汁
昌
…
幽
μ
洛
Φ
9
づ
。
ゲ
げ
鼠
昌
蟄
げ
く
霞
毛
夢
謬
自
8
雛
H
・
ざ
げ
β
二
9
葎
鋒
①
ロ
（
o
島
曾
げ
魯
器
7

　
　
　
げ
鎚
3
昌
”
．
H
暮
。
昌
巴
沖
環
帯
護
冨
黒
鼠
、
．
）
び
醗
仲
巴
6
コ
菖
φ
霧
r
4
Φ
β
口
σ
q
δ
8
げ
曾
ψ
9
げ
⑳
算
。
窃
蛇
幽
轟
伽
甥
。
げ
巴
。
窪
田
。
港
げ
塚
げ
貸
器
b
鄭
σ
q
Φ
員

　
　
　
ζ
・
豊
養
自
身
暴
言
訟
。
躍
窪
面
一
目
録
魯
艶
臣
α
匡
ポ
づ
、
Φ
琶
臼
。
9
白
襲
惹
き
聲
σ
q
一
。
8
げ
器
塾
①
廷
巴
認
ジ
、
。
蓉
三
Φ
9
㊦
ぼ
鏑
冨
蔑

　
　
　
ぼ
P
曾
湊
鈎
昌
。
げ
σ
窺
δ
ざ
げ
。
腎
費
旨
¢
p
自
信
ノ
く
簿
窪
貯
。
答
Φ
瓢
造
営
岳
£
o
戸
国
露
。
μ
づ
・
謬
び
⑦
旨
。
ロ
臣
阜
σ
q
o
け
ノ
く
巴
器
層
誇
。
玖
㊦
σ
q
け
≦
巴
鼠

　
　
　
o
馨
屋
号
翁
・
，
嶺
。
謬
負
霞
①
ぎ
§
”
び
巳
語
頭
諺
負
霧
滋
語
感
多
誌
げ
診
暮
二
露
q
。
落
夷
茜
σ
q
Φ
凶
鼠
。
・
。
げ
g
象
Φ
。
・
霞
び
Φ
峯
露
口
馨
唱

　
　
　
　
覗
野
側
蜥
過
程
の
一
搬
紛
盤
質
．
　
．
r
　
ド
．
　
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
．
髭

「
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蕾
遡
硯
究
　
第
嚢
＋
號
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
　
　
ε
夢
器
u
伽
塁
考
9
溌
ぽ
。
津
⑦
砿
白
於
。
巨
。
・
ざ
げ
⑦
ぢ
日
。
疑
団
。
・
毛
⑦
鍵
砿
含
日
長
軍
費
”
目
面
恥
麟
識
9
同
異
け
飾
器
く
霞
げ
錯
9
凶
誘
飾
。
同
び
Φ
峯
①
冨
鼠

　
　
　
蔚
露
診
夢
巴
窪
釦
2
書
け
“
麹
白
話
⑦
舞
。
年
夢
ピ
嵩
ビ
σ
Q
g
零
蓉
L
黒
雲
孤
①
げ
影
＃
彰
。
。
翫
畠
。
営
⑦
二
。
調
①
謎
一
鑑
臼
霞
こ
・
q
墓
胃

　
　
　
ロ
。
げ
負
羨
ω
9
ご
。
言
Φ
ぎ
黒
埼
一
圏
ノ
姦
乙
。
ロ
螢
無
蝕
。
器
ノ
＜
①
溢
。
ω
o
賦
二
霧
σ
q
禽
μ
o
口
σ
Q
o
日
謎
。
犀
塗
ノ
く
Φ
謎
ω
。
。
o
げ
。
戸
伽
銘
孕
α
一
〇
げ
博
暮
5
3
同
犀
。
げ

　
　
　
貯
裟
♂
ぴ
寓
く
。
昌
伽
。
旨
。
ぽ
夢
。
悶
。
昌
ノ
＜
o
冨
。
堕
戸
臼
8
謎
。
げ
砿
鴬
。
ロ
げ
9
一
馨
Φ
”
甫
9
0
げ
Φ
。
・
ξ
冒
。
α
o
げ
。
炉
づ
δ
β
口
。
び
。
⇔
伽
羨
ノ
＜
o
誘
。
自
自
曾
Φ
ヨ
。
胃

　
　
　
男
Φ
欝
げ
薮
片
白
㏄
魯
養
二
皆
Φ
賦
毎
匿
暴
器
巨
δ
湊
に
昌
。
口
Φ
9
窪
ロ
口
出
。
琶
影
『
房
。
藍
島
蒔
Φ
賦
づ
犀
鳥
げ
毬
δ
ド
（
H
o
O
段
）
堕
G
o
O
？
G
Q
ド
P

　
然
し
な
が
ら
「
観
野
優
越
、
圓
畢
及
び
融
合
を
規
定
す
る
外
部
條
件
に
就
て
」
（
日
本
心
理
學
難
誌
第
一
巷
四

七
頁
）
に
評
論
し
た
る
如
く
、
吾
人
は
雨
落
印
象
の
類
似
を
以
て
覗
野
融
合
の
遮
合
露
髄
な
る
こ
と
を
認
め
、

且
観
野
闘
争
の
槻
禦
の
結
果
と
し
て
繭
限
湖
底
財
が
次
第
に
減
小
し
途
に
親
野
融
合
を
生
ず
る
に
至
る

と
見
る
が
故
に
吾
入
は
国
。
昌
昌
σ
々
の
如
く
興
野
融
合
を
以
て
競
野
闘
璽
の
一
過
程
な
り
と
見
る
に
同
意
す

る
能
は
冊
ざ
る
も
の
な
り
。

⑥
吾
人
の
槻
察
に
於
て
、
一
見
覗
野
融
合
よ
り
再
び
競
露
闘
撃
を
生
起
す
る
如
き
癒
合
な
き
に
非
ず
。
　
然

　
し
な
が
ら
、
能
く
内
省
的
親
察
を
加
ふ
る
と
き
は
、
こ
れ
大
概
眼
筋
御
蔵
の
結
果
生
じ
た
る
観
線
輻
藤
…
の

　
動
揺
に
外
な
ら
ず
。
　
即
ち
輻
韓
緊
張
の
疲
勢
の
紡
果
重
藤
競
U
o
竈
巴
需
9
㊦
β
を
生
じ
、
そ
の
た
め
に
雨
眼

　
印
象
は
勢
嵌
細
工
的
と
な
り
愛
野
融
合
正
む
。
　
さ
れ
ば
再
び
導
線
を
輻
韓
す
る
揚
合
に
は
、
薪
し
き
印

　
灘
が
卓
眼
観
せ
ら
る
、
場
合
と
同
じ
く
醍
野
闘
争
を
再
起
す
る
の
掻
向
を
示
す
も
の
な
り
。
　
ζ
れ
を

　
競
野
融
合
の
疲
勢
と
見
－
る
能
は
ざ
る
な
り
。

の
黒
田
源
家
　
京
都
醤
學
磯
誌
鯵
＋
霞
草
六
二
一
頁
、
第
＋
一
表
滲
照
。

働
　
隅
同
U
　
　
　
人
　
　
　
　
　
　
同
　
山
ハ
　
一
二
　
三
　
百
ハ
。

萌
此
問
題
は
重
要
な
れ
ど
竜
、
予
が
現
論
丈
の
主
題
は
覗
野
馳
璽
の
時
間
的
過
程
の
方
向
に
あ
る
が
放
に

　
籍
…
論
せ
ず
。
　
予
”
が
「
黒
白
系
統
の
爾
賑
観
現
象
に
つ
き
て
」
「
爵
、
乱
灰
色
及
び
黒
の
主
眼
親
現
象
涌
｝
餓
」
（
哲



學
研
究
第
三
＋
四
號
、
三
＋
五
號
）
は
主
と
し
て
此
方
颪
の
問
題
を
攻
究
し
た
る
馬
の
な
る
が
敷
弍
滲
照

を
乞
ふ
。

ゆ
黒
田
源
次
　
京
都
盤
學
難
誌
第
＋
二
巻
六
二
七
頁
甲
羅
。

・493

観
野
闘
輪
響
渦
｝
程
の
一
雛
い
的
盤
鷹
鴨

（
2


